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平成27年度
一般検査部門　フォトサーベイ集

問題2
無染色（×400） S染色（×400）

問題３
無染色（×400） S染色（×400）

問題1
無染色（×400） S染色（×400）

― 163 ―



─ 164 ─

問題5
無染色（×400） S染色（×400）

問題6
無染色
（×400）

S染色
（×400）

問題4
無染色（×400） S染色（×400）
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問題8
A　無染色（×400） B　無染色（×400）

問題9
無染色（×400） S染色（×400）

問題7
無染色（×400） S染色（×400）
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問題10
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参加施設　検査方法別 採用率
 

施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％

定性検査
目視判定キット

21 47 20 44 21 46 21 47

定量検査
機器測定

24 53 25 56 25 54 24 53

使用キット別 採用率

メーカー 使用キット 施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％

和光純薬
クイックゴール

ドHem(Ⅱ） 12 57 11 55 11 52 11 52

栄研化学
OC-ヘモ

キャッチ（Ｓ） 9 43 8 40 9 43 9 43

ミズホメディー
クイック

チェイサー 1 5

アリーア
メディカル

ダイナスク
リーン・ヘモ

Ⅱ
1 5 1 5

検査キット 平成25年度　20施設 平成26年度　21施設 平成27年度　21施設

平成27年度　45施設

平成23年度　21施設

平成25年度　45施設 平成26年度　46施設平成23年度　45施設

1. 定性検査（目視判定キットによる用手法）

目視判定キットによる定性検査が行われている施設数は参加施設45施設中21施設で、
昨年度と同様の集計結果でした。
使用キットについても、昨年度と同様、クイックゴールドHem(Ⅱ)が11施設、
OC-ヘモキャッチ(S)が9施設、ダイナスクリーン・ヘモⅡが1施設でした。

0 10 20 30 40 50

平成23年度 45施設

平成25年度 45施設

平成26年度 46施設

平成27年度 45施設

件数

図1 検査方法別 推移
定性検査

目視判定キット

定量検査

機器測定

0 5 10 15 20 25

平成23年度 21施設

平成25年度 20施設

平成26年度 21施設

平成27年度 21施設

件数

図2 使用キット別 推移 クイックゴールド

Hem(Ⅱ)
OC‐ヘモキャッチ(S)

クイックチェイサー

ヘモグロビン添加疑似便を用い採便操作を含めたサンプリングから行い、定性検査・定量検査
を各施設の検査状況に応じて測定して頂きました。
集計・解析については、目視判定キットによる定性検査と分析機器による定量検査に分けて
行っています。
参加施設数、定性検査、定量検査の採用比率共に、平成23年度からほとんど増減はありません。
今年度も評価対象外として報告します。

免疫学的便ヘモグロビン検査
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メーカー 機器名 施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％ 施設数 ％

OCセンサNeo 2 8 1 4 1 4 1 4

OCセンサDIANA 5 21 6 24 6 24 5 21

ＯＣセンサPLEDIA 1 4

OCセンサμ 3 13 4 16 3 12 1 4

OCセンサｉｏ 6 25 8 32 9 36 10 42

計 16 67 19 76 19 76 18 75

JIA－HB2010 2 8 1 4 0 0 0 0

QUICK　RUN 2 8 2 8 2 8 2 8.3

FOBIT－WAKO 3 13 2 8 2 8 2 8.3

計 7 29 5 20 4 16 4 16.7

NS－Plus 1 4 1 4 1 4 1 4

NS-Prime 0 0 0 0 1 4 1 4

計 1 4 1 4 2 8 2 8

アルフ
レッサ
ファーマ

栄研化学

平成27年度　24施設平成23年度　24施設

和光純薬

平成26年度　25施設

定量検査　メーカー・使用機器別　
平成25年度　25施設

2. 定量検査（機器測定）

定量検査が行われている施設は、24施設でした。使用メーカーは3社と過去数年前から変化は
ありません。
メーカーとしては栄研化学OCセンサーシリーズが19施設で全体の75％を占め、最も多く使用
されている機器はOCセンサーioで10施設（全体の42％）と、後継機種が増加傾向にあります。

0 5 10 15 20 25

平成23年 24施設

平成25年 25施設

平成26年 25施設

平成27年 24施設

件数

使用機器別 推移 OCセンサNeo

OCセンサDIANA

OCセンサ
PLEDIA
OCセンサμ

OCセンサio

JIA‐HB2010

75%

17%
8%

平成27年度 使用メーカー割合

栄研化学

和光純薬

アルフレッサファーマ

4%
21%

4%

4%

42%

9%
8%

4%
4%

平成27年度 使用機器状況
OCセンサneo
OCセンサDIANA
OCセンサPLEDIA
OCセンサμ
OCセンサio
QUICKRUN
Fobit wako
NS‐Plus
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測定機器別測定値　（ng/ｍｌ）　ツインプロット表

300

350

400

450

500

550

600

650

250 300 350 400 450 500

OCセンサneo

OCセンサーDIANA

OCセンサPLEDIA

OCセンサμ

OCセンサio

QUICKRUN

FOBIT‐WAKO

NS‐Plus

NS‐Prime

試料1

試
料
２

試料1・試料2
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平成23年度
24施設

平成25年度
25施設

平成26年度
25施設

平成27年度
24施設

ng/ml
μg/g便
換算値

施設数 施設数 施設数 施設数

130 26.0 1 1 1 1

160 32.0 1

80 16.0 1 1 1 1

100 20.0 2 3 3 2

150 30.0 2 2 2 2

OCセンサPLEDIA 100 20.0 1

99 19.8 1

100 20.0 3 3 1 1

120 24.0 1 1

50 10.0 2 2 2 2

99 19.8 1

100 20.0 2 4 5 5

130 26.0 2 2 2 2

JIA－HB2010 100 25.0 2 1

75 18.8 1 1 1 1

100 25.0 1 1 1 1

<100 <25.0 1

100 25.0 3 2 1 2

HemoTecht NS-Plus 100 20.0 1 1 1 1

HemoTecht NS-Prime 100 20.0 1 1

施設別　使用カットオフ値（ng/ｍｌ、μg/g便換算値）　年度別

機器名
カットオフ値

FOBIT－WAKO

OCセンサーDIANA

OCセンサーμ

OCセンサーｉｏ

OCセンサーNeo

QUICK　RUN

0

5

10

15

10.0 16.0 18.8 19.8 20.0 24.0 <25.0 25.0 26.0 30.0 32.0

施設数

カットオフ値 （μg/g便）

カットオフ値（μg/g便）

平成23年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

0

5

10

15

20

50 75 80 99 <100 100 120 130 150 160

施設数

カットオフ値 （ng/ml）

カットオフ値 （ng/ml）

平成23年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

カットオフ値については、昨年度と同様、100ng/ml（99ng/mlを含む）が15施設と参加施設の約60％で

採用していました。

μg/g便換算値を計算し分布を見ると、20μg/g便での設定が11施設となっています。

最小10.0～最大30.0μg/g便と大きな幅が見られます。
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